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       幕府の政治 

《元禄～正徳期》 

 商品経済の発達により、財政赤字拡大 

→（「米価安の諸色高」） 

《享保の改革》（18C 前）…徳川吉宗 

 ・質流れ禁令（1722） 

  騒動を受け撤回され、質地地主を黙認 

 

・年貢の増徴 

検見法→[b.       ]へ転換 

 

 

      

《田沼時代》（18C後）…田沼意次   

  重商主義政策の展開 

 ⇒株仲間の積極的公認・専売制の拡大など 

     

《寛政の改革》(18C 末)…松平定信 

  ・農村の復興 

  ①[f.        ]  

1万石につき 50石を備蓄 

  ②[g.                 ]（1790） 

都市へ流入した貧農の帰村を奨励 

 ・都市政策 

  ①[h.              ]の設置（1790）  

石川島で無宿人を職業訓練 

  ②[i.               ] 

  町入用の節約分を貧民救済に利用 

    

《文化・文政時代》（19C 前） 

・[j.                     ](1805) 

  関八州で博徒・無宿人を取り締まり 

・[k.               ](1827) 

 村々で共同して治安維持 

・文政小判の発行 

 品質の低い貨幣を大量発行 

 

・[o.                ]の乱（1837） 

《天保の改革》（1841～44）…水野忠邦 

 ① [p.               ]（1843） 

  都市へ流入した貧農の帰村を強制 

② [q.                 ](1841) 

  物価下落を図ったが逆効果 

農村 

・[a.            ]栽培の普及 

⇒農村家内工業(17C)による手工業 

 

・農民の階層分化 

有力農民→質地地主化 

中小農民→小作人化 

・質地騒動(1722) 

質地の取戻しを求める運動 

【享保の飢饉】(1732) 

 

・農民の階層分化の拡大 

① 有力農民の[c.       ]化 

→問屋制家内工業（18C～）による生産 

② [d.           ]の増加 

 地主と小作人の対立 

【e.     の飢饉】(1782～89) 

 

貧農が都市へ流出し農村人口が減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・無宿人・博徒の増加 

⇒農村の荒廃と治安の悪化 

・[l.                  ] 

（マニュファクチュア）による生産（19C～） 

・[m.            ]の台頭 

⇒特権商人の流通独占に反発して 

国訴を起す 

 

【n.     の飢饉】（1832～39） 

 

 

 

 

 

都市 

商品経済の活発化 

 

都市の階層分化 

⇒家持町人の減少 

 

 

 

 

 

 

貧農の都市への流出 

⇒都市下層民の形成 

 

 

 

天明の打ちこわし（1789） 

 

江戸の治安の悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方市場の発達 

⇒江戸への物資供給の減少 

 

 

 

 

物価騰貴 

 

 

 

 

 

年貢増徴の限界 
農民の負担増 

商業活動活発化 都市の庶民文化発達 

（化政文化） 
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       幕府の政治 

《元禄～正徳期》 

 商品経済の発達により、財政赤字拡大 

→（「米価安の諸色高」） 

《享保の改革》（18C 前）…徳川吉宗 

 ・質流れ禁令（1722） 

  騒動を受け撤回され、質地地主を黙認 

 

・年貢の増徴 

検見法→[b.定免法 ]へ転換 

 

 

      

《田沼時代》（18C後）…田沼意次   

  重商主義政策の展開 

 ⇒株仲間の積極的公認・専売制の拡大など 

     

《寛政の改革》(18C 末)…松平定信 

  ・農村の復興 

  ①[f. 囲米   ]  

1万石につき 50石を備蓄 

  ②[g. 旧里帰農令    ]（1790） 

都市へ流入した貧農の帰村を奨励 

 ・都市政策 

  ①[h. 人足寄場    ]の設置（1790）  

石川島で無宿人を職業訓練 

  ②[i. 七分積金      ] 

  町入用の節約分を貧民救済に利用 

    

《文化・文政時代》（19C 前） 

・[j.  関東取締出役     ](1805) 

  関八州で博徒・無宿人を取り締まり 

・[k.  寄場組合    ](1827) 

 村々で共同して治安維持 

・文政小判の発行 

 品質の低い貨幣を大量発行 

 

・[o. 大塩平八郎    ]の乱（1837） 

《天保の改革》（1841～44）…水野忠邦 

 ① [p. 人返しの法    ]（1843） 

  都市へ流入した貧農の帰村を強制 

② [q.株仲間の解散     ](1841) 

  物価下落を図ったが逆効果 

農村 

・[a. 商品作物  ]栽培の普及 

⇒農村家内工業(17C)による手工業 

 

・農民の階層分化 

有力農民→質地地主化 

中小農民→小作人化 

・質地騒動(1722) 

質地の取戻しを求める運動 

【享保の飢饉】(1732) 

 

・農民の階層分化の拡大 

① 有力農民の[c. 豪農 ]化 

→問屋制家内工業（18C～）による生産 

② [d. 村方騒動   ]の増加 

 地主と小作人の対立 

【e. 天明 の飢饉】(1782～89) 

 

貧農が都市へ流出し農村人口が減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・無宿人・博徒の増加 

⇒農村の荒廃と治安の悪化 

・[l. 工場制手工業   ] 

（マニュファクチュア）による生産（19C～） 

・[m.  在郷商人  ]の台頭 

⇒特権商人の流通独占に反発して 

国訴を起す 

 

【n. 天保の飢饉】（1832～39） 

 

 

 

 

 

都市 

商品経済の活発化 

 

都市の階層分化 

⇒家持町人の減少 

 

 

 

 

 

 

貧農の都市への流出 

⇒都市下層民の形成 

 

 

 

天明の打ちこわし（1789） 

 

江戸の治安の悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方市場の発達 

⇒江戸への物資供給の減少 

 

 

 

 

物価騰貴 

 

 

 

 

 

年貢増徴の限界 
農民の負担増 

商業活動活発化 都市の庶民文化発達 

（化政文化） 


